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令 和 年 度

種 類 　 　 　 　別 明 細 書（減 少 資 産 用）

石油系溶剤を含まないインキを使用しています。
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（注）1  ｢＊｣の表示がある欄は、記入しないでください。
　　　2  一部減少した資産を申告する場合は、「異動区分」欄　　　　　の3を○で囲み、減少後の残高を「数量」及び「取得価額」欄に記入してください。
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※この種類別明細書には、前年度までの申告内容を印字しています。
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エス・ゼット印刷 株式会社 
税務印刷  
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◎　令和 6 年 1 月 2 日から令和 7 年 1 月 1 日までに異動（減少又は修正）した資産について記入してください。
◎　印字されている内容は、令和 6 年 11 月 7 日時点のものです。
◎　この種類別明細書（減少資産用）は、内容に変更があったページのみ提出してください。

（3）種類別明細書（減少資産用）の記入方法

< 年号 >
　年号に印字してい
る数字は、下の表に
対応しています。

番号 年号
1 明治
2 大正
3 昭和
4 平成
5 令和

< 異動区分 >
「1」又は「3」のどちらかを○で囲んでください。
「1」：行番号単位で資産が全部減少した場合
「3」： 資産の一部が減少した場合、資産の一部

を修正する場合

< 数量・取得価額 >
　資産の一部が減少した場合は、欄内下段に減少後の数量・取得価額を記
入してください。

< 資産の名称等 >
　名称を修正する際は、20 文
字以内で記入してください。

（印字は、JIS 基本漢字等以外
の文字を、類似の文字に置き
換えて表示しています。）

< 減少等の事由・摘要 >
　「減少等の事由」欄及び「摘要」欄は次
のように記入してください。
ア　資産の全部が減少した場合
　 　「減少等の事由」欄の該当する番号（1

～ 4）を○で囲み、「摘要」欄に該当資産
の売却先、移動先等、具体的な減少内容
を記入してください。

イ　資産の一部が減少した場合
　 　「減少等の事由」欄の該当する番号（1

～ 4）を○で囲み、「摘要」欄に該当資産
の減少した取得価額等、具体的な減少内
容を記入してください。

ウ　資産の一部を修正する場合
　 　「減少等の事由」欄の「4」（その他）

を○で囲み、「摘要」欄に該当資産の修
正等が発生した事由を具体的に記入して
ください。< 異動の例 ① >

資産の全部が減少した場合
　「異動区分」欄の「1」を○で囲み、減少等
の事由を記入してください。

（例：コンクリート舗装を除却した場合、裁断
機を他区へ移動した場合）

< 異動の例 ② >
資産の一部が減少した場合
　「異動区分」欄の「3」を○で囲み、減少前
の数量・取得価額に抹消線を引き、その欄内
下段に減少後の数量・取得価額、減少等の事
由を記入してください。

（例：フォーム印刷機 3 台のうち、2 台を別会
社へ売却した場合）

< 異動の例 ③ >
資産の一部を修正する場合
　「異動区分」欄の「3」を○で囲み、変更箇
所に抹消線を引き、その欄内下段に修正すべ
き内容を記入してください。

（例：印刷機の名称、大型裁断機の取得年月を 
修正した場合）

< 異動の例 ④ >
耐用年数省令の改正により耐用年数を変更 
する場合
　「異動区分」欄の「3」を○で囲み、改正前
の耐用年数に抹消線を引き、その欄内下段に
改正後の耐用年数を記入してください。
　また、「耐年改正」欄には「○」、「摘要」欄 
には「平成○年度省令改正による」と記入し
てください。
※令和 6 年度までの申告で、耐用年数を変更済
の資産については、「耐年改正」欄及び「摘要」
欄に何も記入しないでください。 < 小　計 >

　ページごとの減少した取得価額の小計を記入してください。

< 資産の種類 >
　資産の種類に印字している数
字は、下の表に対応しています。

番号 資産の種類
1 構築物
2 機械及び装置
3 船舶
4 航空機
5 車両及び運搬具
6 工具、器具及び備品


